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1.2.8. Implementation details

河野和平



入力データ

• array X
– 訓練サンプルを格納
– 　

• array Y
– 訓練サンプルのクラスラベルを格納(整数値)
– 　　
– 多クラス分類の場合もそのまま利用可能



  

関数(1)

● svm_problem(Y,X)
– クラスラベルの格納された配列Y

– 訓練サンプルの配列X
– 訓練データの登録

● svm_parameter('option')
– SVM,カーネルの種類を設定
– それに付随するパラメータの設定

– Libsvm:http://www.csie.ntu.edu.tw/~cjlin/libsvm/



  

関数(2)

● svm_train(problem,parameter)
– 登録した訓練データとパラメータで学習を行う。

● svm_predict(test_label,test_data,train)
– test_label: テストデータの期待する分類結果

– test_data: テストデータ

– 戻り値:分類結果



  

サンプルプログラム



  

実行結果
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